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は じ め に

本稿は，前稿（１）１（２）２に続いて，中国の地方政府３人事廳／局傘下の公的機関である「人材市

場」（「人材市場」は，高学歴者を対象にする公共職業安定所に相当し，英語名称は，Talent Market / Human

Resources Marketである。「人材市場」は，以下，鉤括弧を省略する。）４，５や民間企業によって中国各都市

で定期的に主（供）催されている「人材交流会」（「人材交流会」は，一般に合同面接会と訳される。

「人材交流会」は，以下，鉤括弧を省略する。）で実施した独自のアンケート調査の結果を分析するも

のである。

前稿（１）は，２２機関が主（共）催した延べ２４の人材交流会で実施したアンケート調査の結果

の概略を報告したものであり，前稿（２）は，北京市，上海市，広州市，�州市，合肥市，南昌市

で開催された人材交流会で実施したアンケート調査の結果を利用して，就転職機会の獲得にとも

なって三大経済圏の中心都市（環渤海経済圏の北京市，長江デルタ経済圏の上海市，珠江デルタ経済圏の

広州市）へ地域間移動を行う高学歴若年層の属性を抽出したものであった。

本稿は，これらにたいして，図１に示したように，長江デルタ経済圏６を構成する上海市，南

京市，蘇州市，寧波市で開催された人材交流会で実施したアンケート調査の結果を利用して７，

就転職機会の獲得にともなって長江デルタ経済圏へ地域間移動を行う高学歴若年層の属性をとく

に抽出するものである。筆者たちは，上海市では同一機関が共催する人材交流会でアンケート調

査を２回実施したが，前稿（２）と同様に，本稿でも第２回のアンケート調査の結果を分析する。

上海市の第２回のアンケート調査は，記入漏れが少ないという点で精度が高い。筆者は，この作

業を通じて，前稿（２）からの目的である中国全土に共通すると思われる高学歴若年層の労働供給

の特徴により一層迫りうると考えている。

本稿の関心は，当然，長江デルタ経済圏を構成する諸都市出身の高学歴若年層による長江デル
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図１ 長江デルタ経済圏
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２ ０ 人～ 

図２ 上海市の人材交流会における求職者（高学歴者）の出身地の分布

図３ 南京市の人材交流会における求職者（高学歴者）の出身地の分布

注 本図は，上海市の人材交流会を訪れた求職者のうち高学歴者の出身地の分布を示しており，非高学歴者を含
む全求職者の出身地の分布を示した前稿�の図２とは微妙に異なる。
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図４ 蘇州市の人材交流会における求職者（高学歴者）の出身地の分布

図５ 寧波市の人材交流会における求職者（高学歴者）の出身地の分布
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タ経済圏内における地域間移動の実態にも向けられる。長江デルタ経済圏を構成する諸都市は，

周知のように，中国最大の経済都市である上海市に牽引されるかたちで経済開発が連鎖反応的に

進展している。それゆえ，上海市，南京市，蘇州市，寧波市は，経済発展水準あるいは社会発展

水準がそれぞれ異なり，人材交流会を訪れる求職者の属性も相当異なる。図２・３・４・５は，４

市の人材交流会を訪れた求職者の出生地の分布を示している。

上述の目的を追究する本稿の課題は，大別して２つある。ひとつは，４市の統計局が刊行して

いる市販統計を利用して４市の特徴をまとめ，４市に就転職機会を求める高学歴若年層の動機を

探ることである。もうひとつは，４市の特徴をふまえたうえで，独自調査の結果に基づき，４市

の人材交流会を訪れた求職者をそれぞれ市内出身者と市外出身者とに区分して就転職機会の獲得

にともなって出生地である二（一）級行政区に止まる者と出生地でない二（一）級行政区へ地域

間移動を行う者の属性を４市別，あるいは４市間で比較することである８。

さて，以下でいう◎◎市の人材交流会とは，筆者と共同研究者である�暁穎がアンケート調査

を実施した人材市場と民間企業の当該人材交流会を指す。高学歴若年層とは，高等教育機関であ

る「大学専科」（「大学専科」は，２年制・３年制大学であり，一般に「大専」と呼ばれる。「大学専科」は，

以下，鉤括弧を省略する。）９卒業，「大学本科」（「大学本科」は，４年制大学である。「大学本科」は，以

下，鉤括弧を省略する。）卒業，「研究生院碩士・博士課程」（「研究生院碩士・博士課程」は，大学院博士

前後期課程である。「研究生院碩士・博士課程」は，以下，大学院博士前後期課程と表記する。）修了のいず

れかの学歴を有する者あるいは有することになる者で３５歳未満の者を指している。ただし，本

稿は，就転職機会の獲得にともなう高学歴若年層の地域間移動の動向に迫る必要上，アンケート

回答者に含まれる高学歴非若年層，すなわち３５歳以上の者１０をも比較対象として含めた分析を

行う。他方，本稿は，前稿（２）とは異なり，非高学歴層と学歴不明者を分析対象から除外する。

この理由は，前稿（１）でも部分的に報告したように，求職者に占める非高学歴者比率が４市間で

大きく異なるためである。求職者に占める非高学歴者比率は，上海市６．９％，南京市７．４％，蘇州

市６１．８％，寧波市２８．２％であり，かれらを除外しないと，蘇州市と寧波市の人材交流会では就転

職機会の獲得にともなう非高学歴層の行動特性を強く反映した結果がでてしまうおそれがある。

本稿も，前稿（１）（２）と同様に，筆者が単独で執筆したものであり，本稿の内容とありうる誤謬

に関する責任は，すべて筆者に帰する。

第１章 上海市・南京市・蘇州市・寧波市の特徴

最初に，４市の統計局が刊行している市販統計を利用して４市の特徴をまとめ，４市に就転職

機会を求める高学歴若年層の動機を探っていきたい。

１．人口構成，GDP構成，対内直接投資構成，就業構成

表１は，行政面積，戸籍人口，人口密度を示している。
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上海市は，行政面積は最も小さいが，戸籍人口は他３市の２．２～２．４倍になり，人口都市化が

著しく進展している。また，上海市は，直轄市であり，一級行政区に相当し，省・自治区と同等

の行政権限を有する。南京市と蘇州市は，二級行政区に相当し，ともに江蘇省に位置するが，南

京市は，江蘇省の省都であり，政治行政の中心である。寧波市は，南京市および蘇州市と同様に

二級行政区に相当するが，江蘇省ではなく浙江省に位置する。４市政府が有する行政権限の相違

は，人口密度に端的に示されている。

表２は，GDPの産業別構成（２００７年），表３は，対内直接投資額の出資形態別構成と産業別構

表２ GDPの産業別構成（２００７年）

表１ 行政面積と戸籍人口（２００７年）

注 戸籍人口は，年末時点の数値である。
資料 上海市統計局『上海統計年鑑』（２００８年版）国家統計出版社，２００８年，３，
３２頁。
南京市統計局『南京統計年鑑』（２００８年版）南京出版社，２００８年，６頁。
蘇州市統計局『蘇州統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，２９，

６６～６７頁。
寧波市統計局・国家統計局寧波調査隊『寧波統計年鑑』（２００８年版）中国
統計出版社，２００８年，１９，４７頁。
中華人民共和国国家統計局『中国統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，

２００８年，８７，３８１頁。

資料 上海市統計局『上海統計年鑑』（２００８年版）国家統計出版社，２００８年，３２，５８頁。
南京市統計局『南京統計年鑑』（２００８年版）南京出版社，２００８年，６，９頁。
蘇州市統計局『蘇州統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，５３，６６～６７頁。
寧波市統計局・国家統計局寧波調査隊『寧波統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，４７，

７９頁。
中華人民共和国国家統計局『中国統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，３７，８７頁。
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成（実行ベース・２００７年）を示している。

４市とも，GDPに占める第１次産業比率が全国平均よりも大幅に低く，第２次産業比率と第３

次産業比率のいずれかが全国平均よりも高くなる。また，上海市は，GDP総額では他３市を寄

せつけないが，戸籍人口１人あたり GDPでは蘇州市の後塵を拝する。後者の結果は，蘇州市が

中国有数の工業都市であるゆえに生じている。

蘇州市は，大雑把にいえば，市街区と２つの開発区にゾーニング（zoning）されている。筆者

たちは，開発区のひとつである蘇州工業園区でアンケート調査を実施したが，この蘇州工業園区

ともうひとつの開発区である蘇州高新技術開発区は，いずれも国家級開発区として海外から多額

の直接投資を受け入れている。その結果，蘇州市の対内直接投資額（２００７年）は，上海市のそれ

にかなり接近している。実行ベースでみた蘇州市の対内直接投資額の産業別構成は，資料の制約

があって不明であるが，契約ベースでみたそれは，第１次産業７０４９万ドル（構成比０．４％），第２

次産業１４０億０９９６万ドル（構成比７６．３％），第３次産業４２億８３０４万ドル（構成比２３．３％）であ

り１１，実行ベースの産業別構成比でも第２次産業が大宗を占めるであろうことが十分に予想され

る。

寧波市も，金額では蘇州市には到底及ばないにせよ，第２次産業を中心にして直接投資を相当

規模受け入れており，その結果，GDP総額と戸籍人口１人あたり GDPのいずれでも江蘇省の省

都である南京市を上回っている。

戸籍人口１人あたり GDPは，上海市と蘇州市の住民，南京市と寧波市の住民とがそれぞれほ

ぼ同等の経済的環境のもとにあることを示している。

表４は，就業の産業別構成（２００７年）を示している。

表３ 対内直接投資額の出資形態別構成と産業別構成（実行ベース・２００７年）

資料 上海市統計局『上海統計年鑑』（２００８年版）国家統計出版社，２００８年，１２１頁。
南京市統計局『南京統計年鑑』（２００８年版）南京出版社，２００８年，２７７頁。
蘇州市統計局『蘇州統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，３１２頁。
寧波市統計局・国家統計局寧波調査隊『寧波統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，３６５～３６７頁。
中華人民共和国国家統計局『中国統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，７３３頁。
国家統計局城市社会経済調査司『中国城市統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２３３～２４０頁。
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第１次産業就業比率は，戸籍人口１人あたり GDPがほぼ等しい上海市と蘇州市，南京市と寧

波市とでそれぞれ似通っている。しかし，第２次産業就業比率と第３次産業就業比率は，上海市

と蘇州市，南京市と寧波市とではそれぞれ大きく異なる。

上海市は，第３次産業就業者比率が５６．４％になり，第３次産業中心の就業構成となっている

が，蘇州市は，第２次産業就業者比率が６３．６％になり，第２次産業中心の就業構成となってい

る。同様に，南京市は，第３次産業就業者比率が４６．１％になり，第３次産業中心の就業構成と

なっているが，寧波市は，第２次産業就業者比率が５２．３％になり，第２次産業中心の就業構成

となっている。４市の就業構成は，直前に言及した対内直接投資額の産業別構成と強い相関を示

しているといえよう。上海市と南京市は，蘇州市と寧波市に比較して高学歴若年層に多様な業種

と職種で就業機会を与えていると推察され，高学歴若年層が就転職活動にさいして行う就転職先

の決定に強い影響力を及ぼしていると考えられる。

２．生活水準

表５は，生活水準を示す経済指標と社会指標（２００７年）をまとめたものである。４市は，いず

れの指標でも全国平均を上回るが，４市間の格差も，相当程度認められる。

（１）経済的側面

最初に，平均月給額，市街区域居住者平均可処分所得，市街区域居住者平均消費支出，市街区

域居住者平均貯蓄に基づいて生活水準の経済的側面を確認しよう。

上海市の平均月給額は，４１０９元であり，他３市の３０００元未満を大きく上回る。全国平均２０７８

元を１００とみなす指数に４市の平均月給額を置き換えると，上海市１９８，南京市１４４，蘇州市１２６，

寧波市１３２となり，最大の上海市は，最小の蘇州市の１．５７倍となる。

もっとも，市街区域居住者平均可処分所得は，平均月給額ほどの格差はみられない。上海市の

市街区域居住者平均可処分所得は，２万３６２３元であり，他３市の２万～２万２０００元程度とさほ

ど変わらない。同様に全国平均１万３７８６元を１００とみなす指数に４市の市街区域居住者平均可

表４ 就業の産業別構成（２００７年末）

資料 上海市統計局『上海統計年鑑』（２００８年版）国家統計出版社，２００８年，４５頁。
南京市統計局『南京統計年鑑』（２００８年版）南京出版社，２００８年，３３頁。
蘇州市統計局『蘇州統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，７２頁。
寧波市統計局・国家統計局寧波調査隊『寧波統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，６２～

６３頁。
中華人民共和国国家統計局『中国統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，１１２頁。
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処分所得を置き換えると，上海市１７１，南京市１４７，蘇州市１５４，寧波市１６２となり，最大の上

海市は，最小の南京市の１．１６倍でしかない。格差の縮小は，４市間の直接税・社会保険料負担

の相違を反映したものであり，上海市の直接税・社会保険料負担は，蘇州市と寧波市のそれに比

較して重く，蘇州市と寧波市の直接税・社会保険料負担は，上海市のそれに比較して軽いといえ

る。

市街区域居住者平均消費支出の格差は，上海市を別とすれば，市街区域居住者平均可処分所得

の格差よりもさらに縮まる。南京市，蘇州市，寧波市の市街区域居住者平均消費支出は，いずれ

も１万３０００元台である。やはり全国平均９９９７元を１００とみなす指数に４市の市街区域居住者平

均消費支出を置き換えると，上海市１７３，南京市１３３，蘇州市１４０，寧波市１３９となり，南京

市，蘇州市，寧波市の消費水準は，ほぼ等しくなる。消費量から捉えた南京市，蘇州市，寧波市

の生活水準は，物価水準の多少の相違を考慮したとしても，大差ないと判断しうる。上海市の消

費水準は，予期されたように突出している。

市街区域居住者平均貯蓄は，市街区域居住者平均可処分所得から市街区域居住者平均消費支出

表５ 生活水準（２００７年）

（１）経済指標

（２）社会指標

注 １．いずれの指標も，戸籍人口ベースの数値である。
２．１万人あたり病床数と１万人あたり医師数は，年末時点の数値である。
３．１万人あたり公共バス運営台数は，トロリーバスを含んだ数値である。

資料 上海市統計局『上海統計年鑑』（２００８年版）国家統計出版社，２００８年，３２，５８，１６３，１６６～１６７，
１９４～１９７，２０１，４５５～４５６頁。
南京市統計局『南京統計年鑑』（２００８年版）南京出版社，２００８年，６，９，４５，３４２，３４９，３６４頁。
蘇州市統計局『蘇州統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，５３，６６～６７，８６，４４４，

５２０～５２１，５５１頁。
寧波市統計局・国家統計局寧波調査隊『寧波統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，

４７，７９，１３１，４３６頁。
中華人民共和国国家統計局『中国統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，３７，８７，

１４８，３２０，８６０～８６１頁。
国家統計局城市社会経済調査司『中国城市統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，１４５～１５２，

２６５～２７２頁。
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を差し引いて求められる。やはり全国平均３７８８元を１００とみなす指数に４市の市街区域居住者

平均消費支出を置き換えると，上海市１６８，南京市１８６，蘇州市１９３，寧波市２２１となる。興味

深い事実は，上海市の市街区域居住者平均貯蓄が他３市のそれを下回ることである。上海市は，

市街区域居住者平均可処分所得で最高額を示すが，住居費１２などの生活固定費が重くのしかかる

ために市街区域居住者平均消費支出も最高額を示し，その結果，市街区域居住者平均貯蓄では最

低額になる。対照的に，寧波市は，市街区域居住者平均貯蓄では最高額を示し，南京市や蘇州市

にほぼ等しい金額を消費しても貯蓄できる金額が多いことがわかる。寧波市と上海市の市街区域

居住者平均貯蓄の差額は，１年あたり２０００元を超えており，寧波市は，高学歴若年層が将来に

備えて貯蓄に大きな意義をみいだすのであれば，上海市よりも相応しい就転職先といえる。

（２）社会的側面

続いて，１万人あたり病床数，１万人あたり医師数，１万人あたり公共バス運営台数に基づい

て生活水準の社会的側面を確認しよう１３。１万人あたり病床数と１万人あたり医師数は，高齢層

の生活水準を考えるうえ重要な指標であることはもちろんであるが，出産・育児を担う若年層の

生活水準を考えるうえでも軽視されるべき指標ではない。

上海市の１万人あたり病床数は，６９．６床になり，他３市のそれを大きく上回る。全国平均

２８．０床を１００とみなす指数に４市の１万人あたり病床数を置き換えると，上海市２４９，南京市

１５１，蘇州市１７９，寧波市１０３となり，最大の上海市は，最小の寧波市の２．４２倍となる。上海市

は，直接税・社会保険料負担の大きさに相応した病床を整えているといえよう。他方，寧波市

は，全国平均とほぼ変わらず，上海市はともかく，南京市と蘇州市にも遅れをとっている。

上海市の１万人あたり医師数は，３５．４人にもなり，やはり他３市のそれを大きく上回る。

もっとも，全国平均１５．２人を１００とみなす指数に４市の１万人あたり医師数を置き換えると，

上海市２３３，南京市１６７，蘇州市１６４，寧波市１８０となり，１万人あたり医師数の格差は，１万人

あたり病床数のそれに比較すれば小さく，最大の上海市は，最小の蘇州市の１．４２倍でしかな

い。また，寧波市は，１万人あたり病床数では南京市と蘇州市を下回ったが，１万人あたり医師

数では上回る。寧波市は，人口規模に比較して医療機関数が少ないか，あるいは医療機関の平均

規模が小さいと考えられる。

上海市の１万人あたり公共バス運営台数は，１２．３台になり，南京市と蘇州市のそれを大きく

上回る。寧波市の１万人あたり公共バス運営台数は，資料の制約のために不明であるが，筆者の

アンケート調査時点での実感によると，蘇州市のそれに近いと思われる。公共バスは，所得と資

産のいずれにも不足している若年層が日常の移動で最も頻繁に利用する公共交通手段であり，か

れらは，１万人あたり公共バス運営台数が増えれば増えるほど都市生活の利便性を実感するに相

違ない。加えて，上海市は，２０１０年の国際博覧会（上海万博）の開催を控えて，地下鉄網の拡

充をはじめとする交通インフラの整備をすすめてきており，公共交通の利便性が著しく高い。
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３．高等教育

表６は，高等教育に関する指標（２００７年）をまとめたものである。なお，本稿で紹介する教育

に関する指標は，統計資料では「普通高等学校」（regular institutions of higher education）と一般に

表記・分類される公立普通高等教育機関のものに限定されており，研究機関，公立成人高等教育

機関１４，私立高等教育機関に関わるものを含まない。研究機関，公立成人高等教育機関，私立高

等教育機関の統計資料は，一部都市を除き，市販統計には記載されていない。

南京市の戸籍人口１００万人あたり学校数は，６．６校であり，蘇州市の２．３倍，寧波市の２．９倍

になる。しかし，高等教育機関は，大都市である省都，自治区首府，直轄市には数多く立地して

おり１５，１６，１７，驚くには値しない。南京市の高等教育機関は，もちろん，在学生数も突出してい

る。南京市の戸籍人口１００万人あたり在学生数は，１０万９８４４人であり，蘇州市の４．５倍，寧波

市の４．９倍になる。しかし，この１０万９８４４人も，省都（とりわけ沿海省の省都）の戸籍人口１００

万人あたり在学生数としては平均的な規模である１８，１９，２０。

他方，上海市の戸籍人口１００万人あたり学校数は，４．４校であり，同様に直轄市である天津市

表６ 高等教育（２００７年）

（１）総数

（２）戸籍人口１００万人あたり学級数，在学生数，新入生数，卒業生数

（３）１校あたり在学生数・新入生数・卒業生数

注 本表の数値は，「普通高等学校」（regular institutions of higher education）と一般に表記・分類され
る公立普通高等教育機関のものにかぎり，研究機関，公立成人高等教育機関，私立高等教育機関のもの
を含まない。
資料 上海市統計局『上海統計年鑑』（２００８年版）国家統計出版社，２００８年，３２，４３０～４３１頁。

南京市統計局『南京統計年鑑』（２００８年版）南京出版社，２００８年，６，３１７～３１９頁。
蘇州市統計局『蘇州統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，６６～６７，４９８～５００，５０２頁。
寧波市統計局・国家統計局寧波調査隊『寧波統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，

４７，４２０～４２５頁。
中華人民共和国国家統計局『中国統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，８７，７７７，

７７９～７８０頁。
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のそれの４．７校にほぼ等しい２１。北京市と重慶市も，直轄市であるが，北京市は，政治行政の中

心である首都であるゆえに直轄市であり，重慶市は，経済開発が遅れている西部開発の拠点とな

るゆえに直轄市になった。したがって，北京市の戸籍人口１００万人あたり学校数６．８校と重慶市

の戸籍人口１００万人あたり学校数１．２校は，いずれも特殊事例であると考えられる２２，２３。しか

し，上海市は，都市の規模を GDPで計った場合，高等教育機関数が極端に少ないことは疑えな

い。上海市の GDP（２００７年）は，表２に示したように，１兆２１８９億元であり，北京市，天津

市，重慶市の GDP（同年）は，それぞれ９３５３億元，５０５０億元，４１２３億元であった２４，２５，２６。上海

市は，この視点に立つと，経済発展の速度に高等教育機関の設立が追いついていないようにみえ

る。また，上海市の戸籍人口１００万人あたり在学生数は，３万５１６５人であり，天津市のそれの３

万８６９６人にほぼ等しい２７。ちなみに，北京市と重慶市の戸籍人口１００万人あたり在学生数は，

それぞれ６万２２５１人と１万３５４４人である２８，２９。戸籍人口１００万人あたり在学生数の相違は，当

然，戸籍人口１００万人あたり学校数の相違を反映せざるをえない。

蘇州市と寧波市の高等教育の状況は，きわめて似通っている。２市は，GDPの産業別構成，

就業の産業別構成，市街区域居住者平均可処分所得，市街区域居住者平均消費支出が比較的近い

こともあり，同程度の高等教育機会を若年層に提供している都市であるといえよう。

４．就転職先としての４市の特徴

４市は，以上で確認した人口構成，GDP構成，対内直接投資額構成，就業構成，生活水準，

高等教育の諸指標からみて以下の特徴を有している。

上海市と南京市は，サービス業が発展しており，高学歴若年層に業種と職種で多様な就業機会

を提供している。とりわけ上海市は，人口と GDPの大きさから判断して，他３市では採算ベー

スに乗らないニッチ産業の存立が許されそうである。また，上海市は，直接税・社会保険料負担

は相対的に重いが，医療機関や公共交通がそれに見合うだけ充実している。上海市は，商業施設

も数多く立地し，生活の利便性に富み，一大消費地としても高学歴若年層を惹きつける圧倒的な

魅力を有する。

蘇州市と寧波市は，工業都市として位置づけられ，理工系学科・研究科出身者に豊富な就業機

会を提供している。

また，南京市，蘇州市，寧波市は，可処分所得と消費支出からみると同程度の生活水準が保障

されている都市とみなされ，高学歴若年層を惹きつける条件では甲乙つけがたい。

次章では，こうした４市の特徴をふまえたうえで，４市の人材交流会を訪れた求職者の属性を

分析していくことにしたい。

第２章 上海市・南京市・蘇州市・寧波市の人材交流会求職者の出生地別属性比較

次いで，前章で分析した４市の特徴をふまえたうえで，独自調査の結果に基づき，４市の人材
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交流会を訪れた求職者をそれぞれ市内出身者と市外出身者とに区分して就転職機会の獲得にとも

なって出生地である二（一）級行政区に止まる者と出生地でない二（一）級行政区へ地域間移動

を行う者の属性を４市別，あるいは４市間で比較していきたい。

１．男女構成

表７は，４市の人材交流会を訪れた求職者の男女構成を示している。

上海市，南京市，寧波市の人材交流会は，市内出身者の男女構成が第５回人口センサス（２０００

年）から推計される高学歴若年層の男女構成である男性５４．４％，女性４５．６％に近い３０。この結

果は，かれらの地元にたいする強い定着志向を示しているように考えられる。

高学歴若年層の流出が著しい都市は，前稿（１）（２）で示したように，市内出身者に占める男性比

率が低下し，女性比率が上昇する。しかし，３市の人材交流会を訪れた市内出身者の男女構成

は，第５回人口センサスから推計される高学歴若年層の男女構成に近く，とりわけ南京市出身者

と寧波市出身者は，一般に，上海市とのあいだに存在する経済格差や社会格差を意識して上海市

に就転職機会を求めているようにはみえない。南京市出身者と寧波市出身者は，表８に示したよ

うに，上海市の人材交流会を訪れた江蘇省または浙江省出身者のなかでは明らかに少数派であ

り，上海市に就転職機会を求めている絶対数も，江蘇省または浙江省出身者のなかでは少数であ

表７ 男女構成
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表８ 上海市の人材交流会における江蘇省出身者と浙江省出身者の出生地

（１）江蘇省出身者 （２）浙江省出身者

注 １．出生地行政区の番号は，中華人民共和国民政部編『中華人民共和国行政区劃簡冊』（２００７年版）に掲載されている三
級行政区一覧を利用して筆者がアンケート用紙の整理にあたって三級行政区のすべてに便宜的に付したものである。

２．市は，中国の行政区画では直轄市（一級行政区），地級市（二級行政区），県級市（三級行政区）の３つのレベルがある。
【例】徐州市�州市……徐州市（二級行政区），�州市（三級行政区）
３．標本番号２６と４１４の三級行政区は，不明である。
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ると推察される。

もちろん，中国における高学歴若年層の地域間移動は，戸籍制度という中国特殊の制度的抑制

要因の存在を考慮しなければならない。とはいえ，南京市出身者と寧波市出身者の多くは，一定

の生活水準が保障されている２市を離れてまでより経済発展や社会発展がすすんでいる上海市に

就転職機会を求めていないようである。中国全土で展開されている高学歴若年層の地域間移動

は，長江デルタ経済圏を構成する２市の事例から判断すると，プル要因よりもプッシュ要因に強

く支配されていると考えられよう。実際，上海市の人材交流会を訪れる江蘇省出身の求職者は，

南京市よりも生活水準が劣ると判断される徐州市，塩城市，南通市などの出身者が多くなってい

る３１。

もっとも，上海市，南京市，寧波市の人材交流会は，市内出身者の男女構成が第５回人口セン

サスから推計される高学歴若年層の男女構成に近似している点では共通するが，市外出身者の男

女構成は大きく異なる。南京市の人材交流会を訪れた市外出身者の男女構成は，市内出身者と同

様に，第５回人口センサスから推計される高学歴若年層の男女構成にほぼ等しいが，上海市と寧

波市の人材交流会を訪れた市外出身者の男女構成は，男性比率が６０％台後半，女性比率が３０％

台前半である。この相違は，求職者の出生地の地理的広がりに深く関係している。

南京市の人材交流会を訪れた求職者に占める市外出身者比率は，７９．４％であり，上海市の人

材交流会のそれの７７．５％，寧波市の人材交流会のそれの７７．２％をも上回るが，非江蘇省出身者

比率は，３２．６％にすぎない。南京市の人材交流会は，市外出身者といっても南京市出身者を除

く江蘇省出身者が全求職者の４６．８％を占める。対照的に，寧波市の人材交流会を訪れた求職者

に占める非浙江省出身者比率は，５９．８％であり，寧波市出身者を除く浙江省出身者は，１７．４％

にすぎない。市外出身者は，前稿（１）で指摘したように，市内出身者に比較して男性比率が高く

なり，地域間移動は，前稿（２）で指摘したように，移動距離を増すにつれて男性比率が高まる。

南京市の人材交流会と上海市および寧波市の人材交流会とのあいだにみられる市外出身者の男女

構成の相違は，こうした求職者の出生地の地理的広がりに関わるものである。

残る蘇州市の人材交流会は，市内出身者と市外出身者の男女構成がほぼ等しく，男性が６０％

台前半，女性が３０％台後半である。蘇州市の人材交流会を訪れた市外出身者の男女構成は，か

れらの出生地の地域的広がりを考慮すると十分納得できる。しかし，市内出身者の男女構成は，

前章で紹介したように，外資企業の工業団地を中心につくられている蘇州工業園区特有の条件に

強く影響を受けていると考えられる。蘇州工業園区は，文科系学科・研究科出身者の求人に乏し

く，文科系学科・研究科出身者の多くは，蘇州工業園区を就転職先としてみなしていない。理工

系学科・研究科出身者は，中国でも女性比率が文科系学科・研究科に比較して低い。蘇州市の人

材交流会は，その結果，市内出身者の女性比率が低くなるのである。
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２．平均年齢

表９は，４市の人材交流会を訪れた求職者の平均年齢を示している。

上海市，南京市，蘇州市の人材交流会を訪れた市外出身者の平均年齢は，前稿（２）で分析した

ように，市内出身者のそれに比較して低い。この理由は，市外出身者に占める非若年者比率が市

内出身者のそれに比較して低いためであった。市外出身者は，市内出身者に比較して非若年者比

率が低く，その分だけ平均年齢が低く算出される。

寧波市の人材交流会は，例外的に，市外出身者の平均年齢が市内出身者のそれに比較して高

い。女性の平均年齢は，他３市の人材交流会と同様に，市外出身者の平均年齢が市内出身者のそ

れに比較して低いが，男性の平均年齢は，市外出身者の平均年齢が市内出身者のそれに比較して

高く，市外出身者全体の平均年齢を市内出身者全体のそれより押し上げている。筆者は，この現

象が生じた理由をむしろ寧波市の人材交流会を訪れた市内出身の男性の平均年齢の低さに求めた

い。寧波市の人材交流会は，市内出身の非若年層がほとんどいない。寧波市の人材交流会を訪れ

た市内出身の非若年層は，３人，市内出身者の３．９％にすぎず，最年長者でも４２歳である３２。こ

の理由の一端は，前章で確認したように，寧波市が工業都市であり，若年層にたいする求人比率

が高いことに求められよう。寧波市出身の高学歴非若年層は，寧波市の人材交流会の利用頻度が

表９ 平均年齢

注 平均額欄の括弧内の数字は，平均年齢算出の対象と
なった回答者数である。
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低いようである。

また，上海市の人材交流会は，市外出身者の平均年齢が２５．９歳になり，他３市の人材交流会

を訪れた市外出身者の平均年齢に比較して高い。この理由は，前稿（２）で示したように，一定の

職歴を有する在職者が多いためである。加えて，上海市に転職機会を求める市外出身者の平均年

齢は，学歴構成を分析するさいに指摘するように，他３市よりも高学歴化の度合いが高まること

によって他３市に転職機会を求める市外出身者のそれに比較して高くならざるをえない３３。

ただし，南京市出身者と寧波市出身者の多くは，男女構成の分析にあたって指摘したように，

一定の職歴を積んでも上海市での転職を強く望んでいないことを付言しておきたい。

３．年齢構成

表１０は，４市の人材交流会を訪れた求職者の年齢構成を示している。

上海市の人材交流会は，市外出身者に占める２０歳代後半者比率が市内出身者のそれに比較し

て明らかに高い（多数派が２０歳代前半者であることは，市内出身者と同様である。）。この理由は，平均

年齢の分析にさいして指摘した事柄とも重なるが，在職者比率が高まるうえに市外出身者全体の

高学歴化の度合いが高まるためである。この点は，前稿（２）で分析した北京市の人材交流会も同

様であった。

対照的に，蘇州市の人材交流会は，市外出身者に占める２０歳代後半者比率が市内出身者のそ

れに比較して大幅に低く，筆者たちがアンケート調査を実施した他２１市の人材交流会に同様の

例をみない。蘇州市の人材交流会は，前章で述べた理由から，一般の市街区で実施されている人

材交流会とは求職者の属性が著しく相違している可能性を否めない３４。筆者が蘇州市の人材交流

会の結果に基づいて推測できる唯一の事柄は，非高学歴者にたいする求人が圧倒的である蘇州工

業園区では，市内出身者の就転職は中間管理層の職位に就く場合にほぼ限定されるために２０歳

代後半者が必然的に多くなる，ということである。

４．学歴構成

表１１は，４市の人材交流会を訪れた求職者の学歴構成を示している。

学歴構成は，一口に高学歴で括れないほど４市間の相違が著しい。最高学歴となる大学院修了

者（大学院修了者は，博士前期課程修了者と博士後期課程修了者の両方を指し，いずれも大学院修了見込者を

含む。以下，同様である。）は，上海市１４．２％，南京市３．１％，蘇州市１．０％，寧波市０．９％，それ

に次ぐ高学歴となる大学本科卒者（大学本科卒者は，大学本科卒業見込者を含む。以下，同様である。）

は，上海市５１．４％，南京市４５．７％，蘇州市２０．９％，寧波市３３．９％である。上海市の人材交流

会は，求職者の高学歴化の度合いが突出している。

４市の大学院修了者比率と大学本科卒者比率の合計をそれぞれ市内出身者と市外出身者とに区

分してみると，興味深い事実が浮かびあがる。市内出身者に占める大学院修了者比率と大学本科
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卒者比率の合計は，上海市５６．５％，南京市４７．３％，蘇州市３５．７％，寧波市３９．５％，市外出身者

のそれは，上海市６８．２％，南京市４９．２％，蘇州市２０．８％，寧波市３３．５％であった。上海市の

人材交流会は，市外出身者の高学歴化の度合いが市内出身者のそれより高く，市外出身者の大学

院修了者比率と大学本科卒者比率の合計は，市内出身者のそれを１１．７ポイント上回る。南京市

の人材交流会は，市外出身者の高学歴化の度合いが市内出身者のそれにほぼ等しい。蘇州市と寧

波市の人材交流会は，市外出身者の高学歴化の度合いが市内出身者のそれより低く，市外出身者

の大学院修了者比率と大学本科卒者比率の合計は，市内出身者のそれをそれぞれ１４．９ポイント

と６．０ポイント下回る。

産業構造が最も高度化しかつ労働供給量が最も多いと推測される上海市に就転職機会を求める

市外出身者は，市内出身者よりも高学歴を要求されるのだろう。興味深い点は，大学本科卒者と

大学院修了者の一部の月給額が市外に止まっている大学本科卒者と大学院修了者を引き寄せる呼

び水となり，上海市に就転職機会を求める高学歴若年層の高学歴化の度合いをより一層上昇させ

る要因となっていると推察されることである。

他方，蘇州市と寧波市に就転職機会を求める市外出身者は，上海市では就転職機会の獲得で不

利な立場におかれる大学専科卒者が市内出身者よりも比率を増している。

５．戸籍構成

表１２は，４市の人材交流会を訪れた求職者の戸籍構成を示している。

４市の人材交流会のいずれも，市外出身者に占める農業戸籍保有者比率が市内出身者のそれに

比較して高い。この理由は，至って明快である。４市のいずれも，程度の差はあれ，全国平均よ

りも都市人口比率が高く農業戸籍保有者比率が低い。４市の人材交流会を訪れる市内出身者は，

当然，非農業戸籍保有者が圧倒的になる。対照的に，４市の人材交流会を訪れる市外出身者は，

依然として農村人口比率が高止まりしている行政区の出身者をも含む。その結果，４市の人材交

流会のいずれも，市外出身者に占める農業戸籍保有者比率が市内出身者のそれより高くならざる

をえないのである。

興味深い点は，寧波市の人材交流会を例外とすると，市内出身者に占める非農業戸籍保有者比

率が高い都市であればあるほど市外出身者に占める非農業戸籍保有者比率が高くなる傾向がみら

れることである。市内出身者に占める非農業戸籍保有者比率は，上海市の人材交流会９９．１％，

南京市の人材交流会９２．５％，蘇州市の人材交流会８５．７％であるが，市外出身者に占める非農業

戸籍保有者比率は，上海市の人材交流会８５．７％，南京市の人材交流会８０．２％，蘇州市の人材交

流会５９．５％となっている。４市の人材交流会を訪れた市外出身者間の戸籍構成のばらつきは，

大都市での就転職機会の獲得には大学本科卒業や大学院博士前後期課程修了という学歴がきわめ

て重要な要件であること，そして最終学歴の決定には出生地が深く関わることを示している。
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６．人材交流会情報の入手経路

表１３は，４市の人材交流会を訪れた求職者の人材交流会情報の入手経路を示している。

上海市と寧波市の人材交流会は，市外出身者に占める URL利用者比率が市内出身者のそれに

比較して高い。蘇州市の人材交流会は，市内出身者に占める URL利用者比率が１００．０％である

ために市外出身者に占める URL利用者比率が市内出身者のそれに比較して低くなるが，他３市

の人材交流会を訪れた市外出身者との比較では URL利用者比率が最も高い。中国全土から多く

表１２ 戸籍構成
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の求職者を集めている上海市，蘇州市，寧波市の人材交流会は，必然的に市外出身者に占める

URL利用者比率が高くなるのである。

対照的に，南京市の人材交流会は，市外出身者に占める URL利用者比率が市内出身者のそれ

と大差ない。新聞利用者比率や知人利用者比率も，市外出身者と市内出身者とのあいだで有意な

差異がみられない。南京市の人材交流会を訪れる高学歴若年層は，先述したように，江蘇省出身

者が大半を占めるが，筆者は，人材交流会情報の入手経路の構成が市内出身者と市外出身者とで

ここまで近似しているとはまったく予想していなかった。南京市の人材交流会は，後述するよう

に，人材交流会開催都市における高等教育機関の在学経験保有者比率が他３市より大幅に高く，

就転職機会の獲得に関する市内出身者と市外出身者との情報の非対称性がきわめて小さいと考え

られる。

また，蘇州市の人材交流会は，市外出身者に占める知人利用者比率が市内出身者のそれに比較

して高い。筆者は，さきの学歴構成の分析結果に鑑みて，市外出身の大学専科卒者比率が高い人

材交流会では市外出身者に占める知人利用者比率が高くなると推測する。筆者は，高学歴化の度

合いが高まるにつれて就転職機会の獲得にあたっての対人依存度が低下していくように思えてな

らない。高学歴化の度合いの上昇は，知識の広がりと年齢に応じたキャリア意識の明確化を求職

者にもたらし，就転職機会の獲得にあたっての対人依存度を低下させるのではないだろうか。

７．人材交流会開催都市における高等教育機関の在学経験

表１４は，４市の人材交流会を訪れた求職者の当該市での高等教育機関の在学経験を示してい

る。

４市の人材交流会のいずれも，市外出身者に占める人材交流会開催都市における高等教育機関

在学経験保有者比率が市内出身者のそれに比較して低く，縁故関係をもたない市外出身者を数多

く集めている。とりわけ上海市，蘇州市，寧波市の人材交流会は，市外出身者に占める人材交流

会開催都市における高等教育機関在学経験保有者比率が２０％を切り，縁故関係をもたない市外

出身者が労働供給の主たる担い手になっている現状を示している。

なお，上海市の人材交流会は，上海市の高等教育機関数が戸籍人口比でみて少ないことによっ

て，市外出身者に占める人材交流会開催都市における高等教育機関在学経験保有者比率が低く

なっている一面もある。

南京市の人材交流会は，市外出身者に占める人材交流会開催都市における高等教育機関在学経

験保有者比率が５０％を超えている。この事実は，南京市所在の高等教育機関への進学が契機に

なって南京市に就転職機会を求める結果になった市外出身者が存在する一方，あらかじめ南京市

に将来の就転職機会を求めるために進学先を南京市所在の高等教育機関に決定した江蘇省出身者

も数多く存在している可能性を窺わせる。
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８．在学／在職構成

表１５は，４市の人材交流会を訪れた求職者の在学／在職構成を示している。

上海市と南京市の人材交流会は，市外出身者と市内出身者のいずれも他２市に比較して在職者

比率が高く，人材交流会は，在職者に転職機会を提供する役割を強く帯びている。

蘇州市の人材交流会も，市内出身者に限定すれば，上海市と南京市の人材交流会と同様に，在

職者に転職機会を提供する役割を担うが，市外出身者に限定すれば，失業者に再就職機会を提供

する役割を担っている。

寧波市の人材交流会は，市外出身者と市内出身者のいずれも他２市に比較して失業者比率が高

表１４ 人材交流会開催都市における高等教育機関の在学経験
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く，人材交流会は，失業者に再就職機会を提供する役割を強く帯びている。

アンケート調査実施日は，前稿（１）で示したように，上海市２００７年１２月８日，南京市２００７年

１１月１０日，蘇州市２００７年６月９日，寧波市２００７年９月２２日である。アンケート調査実施日

の相違は，新卒見込者が就職活動を本格的に行う時期にあたるか否かで在職者比率や失業者比率

を増減させる。しかし，新卒見込者の増減は，日常的に４市の人材交流会に集まる求職者の主流

が在職者と失業者のいずれになるかという現実にはほとんど影響しない。筆者は，上海市と南京

市の人材交流会には市外から在職者が数多く集まり，蘇州市と寧波市の人材交流会には市外から

失業者が数多く集まる，と認識する。市外出身者は，上海市と南京市の人材交流会では雇用条件

の改善をめざし，蘇州市と寧波市の人材交流会では喪失した就業機会の確保をめざしているとい

えよう。

９．人材交流会の利用回数

表１６は，４市の人材交流会を訪れた求職者の人材交流会の利用回数を示している。

筆者は，高学歴若年層の流入が著しい都市の人材交流会は，人材市場が主（共）催する人材交

流会の初回利用者比率が高くなる傾向があることを前稿（２）で指摘した。本稿でも引き続き分析

の対象としている上海市の人材交流会は，まさにその典型であり，求職者の新陳代謝が著しい。

しかし，南京市，蘇州市，寧波市の人材交流会は，高学歴若年層の流入が著しい都市の人材交流

会であるにもかかわらず同様の傾向がみられない。３市に就転職機会を求める高学歴若年層の多

くは，市内出身者にしろ，市外出身者にしろ，自身の属性に鑑みて当該人材市場が主催する人材

交流会以上に条件のよい就転職活動機会をみいだしにくいと判断して当該人材市場が主催する人

材交流会に幾度も足を運んでいると思われる。３市の人材交流会は，前稿（１）（２）で分析の対象と

した広州市の人材交流会と同様に位置づけられるだろう。かれらは，就転職機会の獲得に大きな

困難がともなうにしても，ひとたび選択した就転職活動拠点を容易には変えない。就転職機会の

獲得にともなう高学歴若年層の地域間移動は，出生地・就転職先間の物理的距離とそれに起因す

る言語や風土，そしてそれらの結果決定される就転職先の同郷者数などの影響をやはり免れるこ

とはできないようである。

とすると，現在深刻視されている高学歴若年層の就職難３５は，三大経済圏単位で改善を試みる

以外にない。長江デルタ経済圏の就職難は，長江デルタ経済圏における高学歴若年層の労働需給

の一致によって改善されるのであり，環渤海経済圏や珠江デルタ経済圏における高学歴若年層の

労働需給の動向に左右される要素は短期的にはほとんどないと思われる。たとえば，不幸にも

「蟻族」３６として認知されるに至った高学歴若年低所得者の一定数は，市外（地方）出身者がほと

んどであり，生計費が嵩む大都市で生計を維持していく都合上，大都市郊外の一角を離れられず

に暮らしている。かれらのほとんどは，親族の期待と現状との落差に悩んで故郷に戻ることもで

きない。
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１０．志望職務

表１７は，４市の人材交流会を訪れた求職者の志望職務を示している。

４市の人材交流会のいずれも，市外出身者に占める営業職志望者比率が市内出身者のそれに比

較して高い。

上海市と寧波市の人材交流会は，市外出身者に占める男性比率が市内出身者のそれを１０ポイ

ント以上上回り，市外出身者に占める営業職志望者比率を市内出身者のそれより５ポイント以上

押し上げている。営業職志望者は，前稿（１）で示したように，男性に偏る傾向が強い。上海市と

寧波市の人材交流会は，まさにその典型である。

上海市と寧波市の人材交流会は，興味深いことに，女性も市外出身者に占める営業職志望者比

率を押し上げている。女性の志望職務は，前稿（２）で示したように，総務職に偏る傾向が強い

が，そうした傾向は，上海市と寧波市の人材交流会に訪れた市外出身の女性にはみられない。筆

者は，河南省，安�省，江西省出身者が北京市，上海市，広州市に就転職先を求める場合には志

望職務をあらかじめ絞り込んでいる事実を前稿（２）で示したが，上海市の人材交流会を訪れたそ

の他の一級行政区出身者も志望職務をあらかじめ絞り込んでいることを本稿で強調しておきた

い３７。また，寧波市の人材交流会を訪れた市外出身者の１人あたり志望職務数も，市内出身者の

それに比較して少なく，市外出身者が志望職務を絞り込んでいる様子が窺える３８。筆者は，上海

市と寧波市の人材交流会を訪れた市外出身の女性が志望職務を総務職ではなく営業職に絞り込ん

でいる理由を２市における総務職需給の不一致に求めている。

蘇州市の人材交流会は，市内出身者の男女構成と市外出身者のそれとがほぼ同様であるが，市

内出身者に占める営業職志望者比率と市外出身者のそれとの格差が８．８ポイントと最大になる。

この理由は，求人内容が理系技術職に偏るゆえに生じる市内出身者と市外出身者の年齢構成の相

違に求められよう。蘇州市の人材交流会を訪れた市内出身者は，年齢構成の分析にあたって指摘

したように，２０歳代後半者比率が７８．６％を占めている。筆者は，この点に鑑みて，蘇州工業園

区における市内出身者の就転職は中間管理層の職位に就く場合にほぼ限定されるという見通しを

すでに述べた。営業職の求人数は，外資企業の工場が集中する蘇州工業園区では極端に少ないと

予想され，２０歳代前半の市内出身者の多くは，蘇州工業園区を就転職先として考えにくいので

あろう。それゆえ，市内出身者の絶対数は，極端に少なくなり，数少ない２０歳代前半者のほと

んどは，志望職務を理系技術職に絞り込んだ者で構成される結果になる。

また，上海市，南京市，寧波市の人材交流会は，市外出身者に占める理系技術職志望者比率が

市内出身者のそれに比較して高い。理工系学科・研究科出身者は，文科系学科・研究科出身者に

比較して就職が容易であると中国でもいわれている。それゆえ，理工系学科・研究科出身者は，

就転職機会の獲得で文科系学科・研究科出身者よりも優位の立場にあるために J. ハリス（Harris,

John R.）とM. トダロ（Todaro, Michel P.）のいう移動先での「期待所得」（expected income）３９が相

対的に高くなり，地域間移動を行いやすい一面をもつのだろう。筆者は，地域間移動を行う高学
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歴若年層は，男性が多く，物理的移動距離の平均も，男性が女性に比較して長い，と前稿（１）（２）

で述べたが，この事実は，文科系専攻・理工系専攻間の男女構成の不均衡によって助長されてい

る一面をもっていることを本稿で補足しておきたい。

１１．希望する待遇（１）月給額①学歴・性別

表１８は，４市の人材交流会を訪れた求職者が希望する月給額を学歴・性別に示している。

上海市の人材交流会は，学歴と男女とを問わず，市外出身の大学専科卒者，大学本科卒者，大

学院博士前期課程修了者が希望する月給額が市内出身の大学専科卒者，大学本科卒者，大学院博

士前期課程修了者のそれに比較してそれぞれ高い。上海市の人材交流会を訪れた市外出身者は，

高月給志向が強いといえよう。

南京市，蘇州市，寧波市の人材交流会は，男女合計では市外出身の大学専科卒者と大学本科卒

者が希望する月給額が市内出身の大学専科卒者と大学本科卒者のそれにそれぞれほぼ等しい。た

だし，この３市の人材交流会は，男女別では市内出身の大学専科卒者と大学本科卒者が希望する

月給額と市外出身の大学専科卒者と大学本科卒者のそれとは大きく相違している。男性は，市外

出身者が希望する月給額が市内出身者のそれより高く，女性は，市外出身者が希望する月給額が

市内出身者のそれより低い傾向がある。筆者は，この原因を高月給志向が強く大都市に就転職機

会を求める一群と高月給志向が弱く中小都市に就転職機会を求める一群とへの女性の二極化に求

めたい。もちろん，二極化の傾向は，男性にも窺える。しかし，女性の二極化の度合いは，男性

のそれとは比較にならないほど顕著である。

１２．希望する待遇（１）月給額②年齢・性別

表１９は，４市の人材交流会を訪れた求職者が希望する月給額を年齢・性別に示している。

上海市の人材交流会は，市外出身の２０歳代前半者と２０歳代後半者の希望する月給額が市内出

身の２０歳代前半者と２０歳代後半者のそれに比較してそれぞれ高い。男性は，その傾向がより強

い。この理由は，学歴構成の分析にあたって指摘したように，市外出身者の高学歴化の度合いが

高いことに求められる。要するに，上海市に就転職機会を求める市外出身者は，学歴が全体的に

高くなる分だけ月給額で示される自己評価を高く見積もる者が多いのである。

南京市の人材交流会は，男女合計では市外出身の２０歳代前半者と２０歳代後半者の希望する月

給額が市内出身の２０歳代前半者と２０歳代後半者のそれと大差ない。この点は，学歴構成の分析

にあたって指摘したように，市内出身者と市外出身者の高学歴化の度合いが男女ともほぼ等しい

という結果に符合している。

ただし，南京市の人材交流会は，男女別では市内出身の２０歳代前半者と２０歳代後半者の希望

する月給額と市外出身の２０歳代前半者と２０歳代後半者のそれとは大きく相違している。男性

は，市外出身者の希望する月給額が市内出身者のそれより高く，女性は，市外出身者の希望する

266 商 経 論 叢 第４５巻第４号（２０１０．３）



注
１
．
平
均
額
欄
の
括
弧
内
の
数
字
は
，
平
均
額
算
出
の
対
象
と
な
っ
た
回
答
者
数
で
あ
る
。

２
．
上
海
市
の
大
学
本
科
卒
業
欄
の
全
体
平
均
額
と
男
性
平
均
額
お
よ
び
大
学
院
博
士
前
後
期
課
程
修
了
欄
の
全
体
平
均
額
と
男
性
平
均
額
は
，
１０
０
，０
００
元
を
希
望
す
る
回
答
者
を
そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
除
い
た

数
値
で
あ
る
。

表
１８

希
望
す
る
待
遇（
１
）月
給
額
①
学
歴
・
性
別

現代中国における高学歴若年層の就転職事情� 267



注
１
．
平
均
額
欄
の
括
弧
内
の
数
字
は
，
平
均
額
算
出
の
対
象
と
な
っ
た
回
答
者
数
で
あ
る
。

２
．
上
海
市
の
２０
～
２４
歳
欄
の
全
体
平
均
額
と
男
性
平
均
額
お
よ
び
３５
～
３９
歳
欄
の
全
体
平
均
額
と
男
性
平
均
額
は
，
１０
０
，０
００
元
を
希
望
す
る
回
答
者
を
そ
れ
ぞ
れ
１

人
ず
つ
除
い
た
数
値
で
あ
る
。

３
．
蘇
州
市
市
の
３０
～
３４
歳
欄
の
全
体
平
均
額
と
男
性
平
均
額
は
，
博
士
後
期
課
程
修
了
の
学
歴
を
有
す
る
市
外
出
身
の
男
性
が
１６
，０
００
元
を
希
望
し
て
い
る
た
め
に
月

給
額
の
平
均
が
見
掛
け
上
高
く
算
出
さ
れ
る
。

表
１９

希
望
す
る
待
遇（
１
）月
給
額
②
学
歴
・
性
別

268 商 経 論 叢 第４５巻第４号（２０１０．３）



月給額が市内出身者のそれより低い。この理由は，希望する月給額の学歴・性別の分析にあたっ

て指摘した女性の二極化によると考えるほかあるまい。

蘇州市の人材交流会は，市外出身の２０歳代後半者の希望する月給額が市内出身の２０歳代後半

者のそれに比較して高い。この理由は，学歴構成の分析にあたって指摘したように，市外出身者

の高学歴化の度合いはむしろ低くなるので，蘇州工業園区にたいする市外出身者の期待の大きさ

に求めるべきではないだろうか。蘇州市の人材交流会に就転職機会を求める市外出身者は，大学

専科卒者が大宗を占める。かれらは，一般に，雇用条件では高学歴層のうちで最低水準に甘んじ

ざるをえず，外資企業の集積拠点として中国全土に知られている蘇州工業園区での好待遇に期待

をかけていると思われる。

残る寧波市の人材交流会は，市外出身の２０歳代前半者と２０歳代後半者の希望する月給額が市

内出身の２０歳代前半者と２０歳代後半者のそれに比較してそれぞれ低い。この理由は，やはり学

歴構成の分析にあたって指摘したように，市外出身者の高学歴化の度合いが低いことに求められ

る。要するに，寧波市に就転職機会を求める市外出身者は，学歴が全体的に低くなる分だけ月給

額で示される自己評価を低く見積もる者が多いのである。ただし，市外出身の３０歳代前半者と

３０歳代後半者の希望する月給額は，市内出身の３０歳代前半者と３０歳代後半者のそれに比較し

てそれぞれ高く，とりわけ３０歳代後半者は，上海市の３０歳代後半者とほぼ同等の月給額を求め

ている。寧波市に就転職機会を求める市外出身者も，３０歳代になると，子どもの養育費を中心

とする生計費の増大もあって２０歳代を大きく上回る月給額を求めるようになると思われる。

１３．希望する待遇（１）月給額③志望職務【複数回答】・性別

表２０は，４市の人材交流会を訪れた求職者が希望する月給額を志望職務・性別に示してい

る。

上海市の人材交流会は，志望職務と男女とを問わず，市外出身者の希望する月給額が市内出身

者のそれに比較して高い。この理由は，くり返し指摘したように，上海市に就転職機会を求める

市外出身者は高学歴化の度合いが市内出身者に比較して高く，かれらが学歴に応じた雇用条件を

希望していることに求められよう。

南京市の人材交流会は，市外出身の男性に占める文系技術職志望者の希望する月給額が市内出

身の男性のそれに比較して低く，市外出身の男性に占める総務職志望者と理系技術職志望者の希

望する月給額が市内出身の男性のそれに比較してそれぞれ高い。この理由は，市内出身の男性に

占める文系技術職志望者の希望する月給額が同様に市内出身の男性に占める総務職志望者と理系

技術職志望者の希望する月給額よりも４００元程度も高いためである。市内出身の男性は，文系技

術職が総務職と理系技術職よりも高月給をうる職務であると認識しているように見受けられる

が，その理由は，南京市の労働需給を反映したものであるとしか考えにくい。

さらに，南京市の人材交流会は，市外出身の女性に占める営業職志望者と総務職志望者の希望
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する月給額が市内出身の女性のそれに比較してそれぞれ低く，文系技術職志望者と総務職志望者

の希望する月給額が市内出身の女性のそれに比較してそれぞれ高い。この理由は，市内出身の女

性に占める営業職志望者と総務職志望者の希望する月給額が同様に市内出身の女性に占める文系

技術職志望者と理系技術職志望者の希望する月給額よりも３００～５００元程度も高いためである。

市内出身の女性は，営業職と総務職が文系技術職と理系技術職よりも高月給をうる職務であると

認識しているように見受けられるが，その理由も，男性の結果と同様に，南京市の労働需給を反

映したものであるとしか考えにくい。

蘇州市の人材交流会は，標本誤差が大きい可能性は否めないとはいえ，市外出身の男性に占め

る理系技術職志望者の希望する月給額が市内出身者のそれに比較して高いといえよう。この理由

は，先述したように，外資企業の集積拠点として中国全土に知られている蘇州工業園区での好待

遇にたいする市外出身者の期待の大きさに求められよう。

寧波市の人材交流会は，男女を問わず，市外出身者に占める総務職志望者，文系技術職志望

者，理系技術職志望者の希望する月給額が市内出身者のそれに比較してそれぞれ低い。この理由

は，やはりくり返し指摘したように，寧波市に就転職機会を求める市外出身者は高学歴化の度合

いが市内出身者に比較して低く，かれらが学歴に応じた雇用条件を希望していることに求められ

よう。

１４．希望する待遇（２）社会保険等

表２１は，４市の人材交流会を訪れた求職者の社会保険等の必要性に関する認識を示してい

る。

上海市，蘇州市，寧波市の人材交流会は，市外出身者に占める社会保険４０等不要者比率が市内

出身者のそれに比較して高く，南京市の人材交流会は，市外出身者に占める社会保険等不要者比

率が市内出身者のそれと大差ない。

上海市，蘇州市，寧波市の人材交流会で市外出身者に占める社会保険等不要者比率が市内出身

者のそれに比較して高くなった理由は，かれらが雇用条件を検討することよりも就業機会それ自

体の獲得を優先しているためであろう。上海市，蘇州市，寧波市の人材交流会を訪れた市外出身

者は，雇用条件に注文をつける余裕に乏しいと考えられる。筆者は，中国全体でみた場合，社会

保険等不要者は主たる所得者としての役割を期待される男性が女性に比較して多いと前稿（１）で

述べたが，就転職機会の獲得をめぐる競争が熾烈な都市では女性も男性と同様の状態におかれて

いることをここで指摘しておきたい。

南京市の人材交流会で市外出身者に占める社会保険等不要者比率が市内出身者のそれと大差な

かった理由は，男女構成の分析にあたって指摘したように，江蘇省出身者が６７．４％を占めてお

り，前稿（２）で指摘した戸籍所在地の相違がもたらす求職者の就転職活動上の不利益が比較的小

さいことに求められよう。
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お わ り に

最後に，本稿で試みた就転職機会の獲得にともなって長江デルタ経済圏へ地域間移動を行う高

学歴若年層の属性を要約し，前稿（２）では指摘できなかった中国全土に共通する高学歴若年層の

労働供給の特徴を提起しておきたい。

第一に，高学歴若年層は，近隣に高い生活水準を保障されている都市が存在する場合でも，出

生地で一定程度の生活水準が保障されると，就転職機会の獲得にともなって地域間移動を行う誘

因が大きく低下する。高学歴若年層の地域間移動は，プル要因よりもプッシュ要因に強く支配さ

れている。

表２１ 人材流出都市・希望する待遇�社会保険等
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第二に，高学歴若年層は，第一で言及した生活水準が出生地で保障されないと，平均月給額，

平均可処分所得，平均消費支出などの経済的指標で計られる生活水準が高い都市に就転職機会を

求めて地域間移動を行う。

第三に，高学歴若年層は，第二で言及した地域間移動を行う場合，とりわけ上海市と蘇州市の

人材交流会を訪れた求職者の属性から窺えるように，求人の内容と学歴や専攻を中心とする自身

の属性に鑑みて相応しい都市を相当程度合理的に選択している。

第四に，就転職機会の獲得にともなう高学歴若年層の地域間移動は，大都市に就転職機会を求

める高学歴層の高学歴化の度合いを上昇させる。大学本科卒者や大学院修了者の一部の月給額

は，市外出身の高学歴層を大都市に引き寄せる呼び水となり，大都市に就転職機会を求める高学

歴若年層の高学歴化の度合いをより一層上昇させる要因となっている。

第五に，就転職機会の獲得にともなう高学歴若年層の地域間移動は，第二，第三，第四で指摘

した特徴をもつが，出生地・就転職先間の物理的距離とそれに起因する言語や風土，そしてそれ

らの結果決定される就転職先の同郷者数などの影響を免れることはできない。したがって，現在

深刻視されている高学歴若年層の就職難は，三大経済圏単位で改善を試みる以外にない。

第六に，就転職機会の獲得にともなって地域間移動を行う高学歴若年層は，男性比率が高く，

物理的移動距離の平均も，男性が女性に比較して長い。この現象は，文科系専攻・理工系専攻間

の男女構成の不均衡によって助長されている一面をもつ。

第七に，女性の高学歴若年層は，高月給志向が強く大都市に就転職機会を求める一群と高月給

志向が弱く中小都市に就転職機会を求める一群とへ二極化する傾向が男性の高学歴若年層よりも

強い。

第八に，社会保険等不要者比率は，就転職機会の獲得をめぐる競争が熾烈な大都市では女性も

男性と同様に高くなる。

筆者は，前稿（１）（２）および本稿で現代中国における高学歴若年層の就転職事情に迫った。分析

すべき事柄は，詳細を追えば多々残っているが，この課題の追究は，本稿でひとまず区切りをつ

けることにしたい。未解明の実態は，前稿（１）で述べたように，可能であればアンケート調査時

点から５年後（２０１２年）あるいは１０年後（２０１７年）に実施する予定である同様のアンケート調査

の結果を報告するさいに併せて言及したいと考えている。

注

１ 柳澤和也「現代中国における高学歴若年層の就転職事情（１）――人材交流会求職者にたいするアンケー

ト調査の比較分析を通じて」神奈川大学経済学会『商経論叢』第４３巻第３・４合併号，２００８年３月，５５～

１１３頁。

２ 柳澤和也「現代中国における高学歴若年層の就転職事情（２）――就転職機会の獲得にともなう高学歴若

年層の地域間移動（１）」神奈川大学経済学会『商経論叢』第４４巻第３・４合併号，２００９年５月，４５～９２

頁。
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３ 中華人民共和国人事部「人材市場管理規定」（２００１年９月１１日施行）第４条。

ここでいう地方政府とは，一級（省級）行政区に相当する直轄市・省・自治区，二級（地級）行政区に

相当する地級市・地区・自治州・盟，三級（県級）行政区に相当する市轄区・県級市・県・自治県・旗・

自治旗・特区・林区の行政を分掌する政府を指す。四級（郷級）行政区に相当する区公所・鎮・郷・蘇

木・民族郷・民族蘇木・街道の行政を分掌する政府は，人材交流会を主催する権限をもたない。

４ ２００８年３月に開催された第１１期全国人民代表大会は，「大部門制」の確立をめざして国務院の機構改

革を決定した。その結果，旧人事部は，旧労働・社会保障部と統合され，人力資源・社会保障部に再編さ

れた。人材市場は，人事部と労働・社会保障部が人力資源・社会保障部に統合されたことを受けて，旧労

働・社会保障部傘下の公的機関である「労働力市場」（「労働力市場」は，非高学歴者を対象にする公共職

業安定所に相当し，英語名称は，Labour Marketである。）とともに「人力資源市場」を構成する一翼と

いう位置づけがなされるようになった。

５ 日野みどり『現代中国の「人材市場」』創土社，２００４年。

日野は，人材市場の形成過程と業務の詳細を文献（電子媒体を含む）調査と現地調査に基づいてまとめ

ており，人材交流会の現状と課題も詳述している。

なお，人材市場は，現在の中国では一般に「人才
�

市場」と表記している。日本語と同様の「人材
�

市場」

という表記も，少数とはいえ存在するが（両表記のあいだに概念上の相違はない），すでに日野〔２００４〕

が詳述しているように，改革・開放政策への転換以降は「人才
�

市場」に事実上一本化されているといえよ

う。本稿は，日本語論文であるために，固有名である機関の名称を除いて人材市場と表記する。

６ 本稿でいう長江デルタ経済圏とは，長江デルタ都市経済協調会加入都市で構成される経済圏を意味し，

地理上の長江デルタ（通揚運河以南，杭州湾北岸以北，鎮江市・揚州市以西の江蘇省南東部，上海市，浙

江省北部）に位置する都市のみで構成される経済圏を意味しない。

上海市，南京市，揚州市，鎮江市，南通市，泰州市，蘇州市，無錫市，常州市，杭州市，嘉興市，湖州

市，寧波市，紹興市，舟山市の１５都市は，１９９２年，経済協力を目的とする長江デルタ１５都市協作部門

主任聯席会議を設け，５年後（１９９７年），これを長江デルタ都市経済協調会に昇格させた。長江デルタ都

市経済協調会は，２００３年，台州市の新規加入を承認した。

７ 筆者たちは，常州市の人材交流会でもアンケート調査を実施している。常州市も，長江デルタ経済圏を

構成する都市であるが，出身地の記載漏れが多いために本稿では利用しない。

８ 筆者たちが実施したアンケート調査は，就学や婚姻の結果として出生地でない二（一）級行政区に就転

職機会を求める者および幼少時の挙家移動の結果として出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求

める者と賃金水準や失業率などの就業条件の相違を背景にして出生地でない二（一）級行政区に就転職機

会を求める者とを弁別できるように設計されていない。

９ 「大学専科」は，日本の短期大学に相当し，卒業資格として学位を授与できない。

１０ ３５歳以上になる高学歴非若年層の人数（比率）は，上海市の人材交流会４１人（８．６％），南京市の人材

交流会１５人（３．３％），蘇州市の人材交流会０人（０．０％），寧波市の人材交流会１４人（４．２％）である。

１１ 蘇州市統計局『蘇州統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，３１１頁。

１２ 国土資源部土地利用管理司・中国土地勘測規画院「２００８年長江三角洲地区城市地価動態監測報告」『中

国城市地価状況』（２００８年版）地質出版社，２００９年，２７～３４頁。

２００８年の４市の１平方メートルあたり総合（居住区・商業区・工業区）地価は，上海市８１５６元，南京

市５３８９元，寧波市４０３５元である。蘇州市のそれは，正確な数字は記載されていないが，本報告の図２―

２―１から判断すると，２０００元程度である。

住宅価格は，地価と乖離する年も多々みられるが，長期的には概ね地価に連動しており，住宅ローン残

高や賃料も，地価に応じて決まると考えて差し支えないだろう。

１３ 書籍および音楽・映像ソフト発行数やインターネット接続サービス施設数などは，高学歴若年層の生活

水準を左右する重要な指標であるが，資料の制約があり，比較検討できない。

１４ 牧野篤『中国変動社会の教育――流動化する個人と市場主義の対応』勁草書房，２００６年，２９，１８６頁。
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上海市では，「多くの子どもたちは普通科への進学を希望している」が，「生徒募集計画の問題もあり，

普通科の定員を増やしてはいるものの，職業科への不本意入学となる子どもも少なくな」い。「このよう

な状況を背景に，上海市内のいくつかの区では，区教育局に管轄権のある成人教育体系を利用して，職業

高級中学〔職業高等学校――筆者〕に進学した生徒で大学進学を希望する者に対して，成人高等教育の機

会を開き，学位と学歴を保障するバイパスをつくるところが現れている。」

また，「転職や失業が常態化するなかで，新たな学歴やより高度な学歴を求める人々が急増しており，

それがリカレント教育の都市部における急速な普及として現れている」。

改革・開放政策は，以上の牧野の指摘のように，学校教育制度の変容に加え，学校教育制度とは異なる

体系をもつ成人教育制度の変容をも促した。人材交流会を訪れる求職者も，当然，成人高等教育機関に学

んだ者（既卒者）と学んでいる者（在学生）を含む。

１５ 杭州市統計局『杭州統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，５０，３３８頁。

浙江省の省都である杭州市の戸籍人口１００万人あたり学校数（２００７年）は，５．４校である。

１６ 武漢市統計局『武漢統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，３９，２９５頁。

湖北省の省都である武漢市の戸籍人口１００万人あたり学校数（２００７年）は，６．６校であり，南京市のそ

れとまったく同じである。

１７ 広州市統計局・国家統計局広州調査隊『広州統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，６０，

５６９～５７０頁。

広州市の戸籍人口１００万人あたり学校数（２００７年）は，９．９校である。

１８ 杭州市統計局『杭州統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，５０，３４４～３４５頁。

杭州市の戸籍人口１００万人あたり在学生数（２００７年）は，５万４４６０人である。

１９ 武漢市統計局『武漢統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，３９，２９５頁。

武漢市の戸籍人口１００万人あたり在学生数（２００７年）は，９万３９８２人である。

２０ 広州市統計局・国家統計局広州調査隊『広州統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，６０，

５６９～５７０頁。

広州市の戸籍人口１００万人あたり在学生数（２００７年）は，１０万７９０８人である。

２１ 天津市統計局『天津統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，８０，３８４頁。

２２ 北京市統計局・国家統計局北京調査総隊『北京統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，７７，

３５１～３５２頁。

２３ 重慶市統計局『重慶統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，６１，３８９頁。

２４ 北京市統計局・国家統計局北京調査総隊『北京統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，５３

頁。

２５ 天津市統計局『天津統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，６０頁。

２６ 重慶市統計局『重慶統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，３９～４０頁。

２７ 天津市統計局『天津統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，８０，３８４頁。

２８ 北京市統計局・国家統計局北京調査総隊『北京統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，７７，

３５１～３５２頁。

２９ 重慶市統計局『重慶統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００８年，６１，３８９頁。

３０ 国務院人口普査辧公室・国家統計局人口和社会科技統計司編『中国２０００年人口普査資料』（上冊）中国

統計出版社，２００２年，５９３～６０２頁。

筆者は，２０００年に実施された第５回人口センサスで１５～２９歳に区分された世代のなかから高等教育機

関就学者だけをとりだして以上の比率を求めた。かれらは，単純計算では，２００５年時点で２０～３４歳に

なっている。

３１ 国家統計局城市社会経済調査司『中国城市統計年鑑』（２００８年版）中国統計出版社，２００９年，１４５～１５２

頁。

徐州市，塩城市，南通市が位置する長江以北の江蘇省（蘇北）は，歴史的に，長江以南の江蘇省（蘇
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南）に比較して生活水準が低い。戸籍人口１人あたり GDP（２００７年）は，徐州市１万７９０９元，塩城市１

万６９８７元，南通市１万７９０９元である。

３２ 上海市の人材交流会を訪れた市内出身の非若年層は，１２人，市内出身者の１１．１％に相当し，最年長者

は，６４歳である。南京市の人材交流会を訪れた市内出身の非若年層は，５人，市内出身者の５．４％に相当

し，最年長者は，４５歳である。

３３ 上海市に転職機会を求める在職者の平均年齢は，２７．７歳（１８２人），うち市内出身者２９．０歳（４０人），

市外出身者２７．４歳（１４２人）であり，南京市に転職機会を求める在職者の平均年齢の２５．７歳（１４７人），

うち市内出身者２６．２歳（３８人），市外出身者２５．５歳（１０９人），蘇州市に転職機会を求める在職者の平均

年齢の２４．５歳（５８人），うち市内出身者２６．２歳（６人），市外出身者２４．３歳（５２人），寧波市に転職機

会を求める在職者の平均年齢の２５．８歳（９７人），うち市内出身者２５．９歳（２１人），市外出身者２５．８歳

（７６人）より２～３歳高い。

３４ 筆者たちは，前章でも触れたように，蘇州市では，蘇州工業園区に位置する蘇州工業園区人力資源市場

が主催する人材交流会でアンケート調査を実施した。蘇州工業園区人力資源市場は，蘇州工業園区政府が

運営しており，前稿（１）の表２に示したように，人材市場と労働力市場の機能を併せもっている。蘇州市

の人材交流会で高卒者・中等専門学校卒者が多かった理由は，蘇州工業園区に外資企業の工業団地が集中

しており，非高学歴層を対象にした招聘会が別の曜日に開催されているためであろう。筆者は，蘇州工業

園区に並ぶ開発区である蘇州高新技術開発区政府傘下の人材市場が主催する人材交流会でも同様の属性を

もった求職者が集まっていると認識しているが，市街区に立地する蘇州人才市場が主催している人材交流

会を訪れる求職者の属性は，推測しようがない。蘇州人才市場は，筆者たちの問い合わせにたいして以前

に自ら実施した回収率が極端に悪く標本誤差も著しかったというアンケート調査の結果を探してくれた

が，残念ながらみつけだせなかった。

３５『法制晩報』２００９年９月３日。

麦可思人力資源信息管理咨詢公司（MyCOS）によると，２００９年８月末当時の大学新卒者（２００９年６月

卒業）の就職率は，５７％である。

３６ 廉思編『蟻族――大学卒業生聚居村実録』広西師範大学出版社，２００９年。

「蟻族」とは，２００７年８月，「向下的青春」（下降する青春）と題する『中国新聞週刊』第３３４号に掲載

された北京市海淀区唐家嶺に集住する若年層の報道記事を契機にして，廉思を中心とするグループによっ

て実態調査がすすめられることになった農民，出稼ぎ労働者，レイオフ労働者に次ぐ第四の社会的弱者集

団をいう。廉思によると，かれらは，高学歴（大学本科・大学専科卒業）であるにもかかわらず非正規就

業を余儀なくされ，その結果，社会保険の対象からも外れて月々２０００元未満の低所得に甘んじざるをえ

ず，北京市，上海市，武漢市，広州市，西安市などの大都市で生活費を切りつめるために住居費の安い郊

外の一角に集住している。廉思は，高学歴，低所得，集住的生活の３条件を満たす２０歳代の若者を「蟻

族」と名づけた。

３７ 上海市の人材交流会を訪れた１人あたり志望職務数は，市内出身者１．１８５，市外出身者０．９７０，男性で

は市内出身者１．１０３，市外出身者０．９６７，女性では市内出身者１．１０３，市外出身者０．９６７であった。

３８ 寧波市の人材交流会を訪れた１人あたり志望職務数は，市内出身者１．３０３，市外出身者１．０８６，男性で

は市内出身者１．１５０，市外出身者１．１３６，女性では市内出身者１．１２２，市外出身者１．０８６であった。

３９ Harris, John R. and Michel P. Todaro, “Migration, Unemployment and Development : A Two-sector

Analysis” in American Economic Review , Vol.６０No.１, March１９７０.

４０「中華人民共和国労働契約法」（２００８年１月１日施行）第１７条。

社会保険への加入義務は，同法の施行によって使用者・労働者双方とも強化された。使用者と労働者

は，労働契約書を作成するにあたって社会保険への加入を明記するとともに，社会保険料を負担するよう

に定められている。

ちなみに，中国都市部でいう社会保険は，「養老保険」，「医療保険」，「失業保険」（雇用保険），「工傷保

険」（労働災害保険），「生育保険」（出産育児保険）を指す。「養老保険」，「医療保険」，「失業保険」，「工
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傷保険」，「生育保険」は，「五金」あるいは「五険」と表現される場合が多く，「養老保険」，「医療保

険」，「失業保険」だけで「三金」あるいは「三険」と表現されることもある。

なお，本稿で利用した４市のアンケート調査は，いずれも「労働契約法」施行以前に実施された。
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